
〒861-0304 熊本県山鹿市鹿本町御宇田198-5
熊本県城北家畜保健衛生所 TEL 0968-46-2075  FAX 0968-46-3332
城北家保ホームページアドレス http://www.pref.kumamoto.jp/site/jouhoku/
城北家保メールアドレス jouhokukaho@pref.kumamoto.lg.jp

城北家保だより 令和５年10月号

家畜の衛生と防疫 （10月１６日発行）

野鳥から高病原性鳥インフルエンザウイルスが検出されました

北海道美唄市で令和５年（2023年）10月４日（水）にハシブトガラス１羽の死
亡個体が回収され、同年10月11日（水）に高病原性鳥インフルエンザウイルス
（H5亜型）が検出されました。すでにウイルスを保有した渡り鳥が国内に飛来して
いる可能性があり、本県への侵入リスクも高まっています。
畜産関係者の皆様におかれましては、今一度、飼養衛生管理基準の遵守、特に

人・車両等におけるウイルス侵入防止及び野生動物侵入防止に御留意の上、対策を
徹底いただくとともに、飼養する鶏に異状を発見した場合は、速やかな通報をお願
いします。

豚熱ワクチン接種について

豚熱ワクチン接種手続き等に係る、以下の要領及び様式について、下記ホームページ
に掲載しましたのでお知らせします。
【掲載された要領】
 熊本県豚熱ワクチン接種に係る登録飼養衛生管理者の登録要領（及び各種様式）
 熊本県豚熱ワクチン接種に係る農場認定要領（及び各種様式）
 熊本県豚熱ワクチン使用許可要領（及び各種様式）

県ＨＰ「要綱等（畜産課所管分）」
（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/77/1402.html）

ワクチンの打ち手確保のため、申請がお済でない方は要領等を確認の上申請をよろしくお願いし
ます。また、ワクチン接種のみならず、飼養衛生管理基準の徹底が豚熱対策には重要となります。
次項に豚熱対策の重点項目を記載しましたのでご確認ください

近隣諸国における海外悪性伝染病発生情報
病名 型 発生地（国） 畜種 発生年月日

高病原性
鳥インフルエンザ

（HPAI）
台湾 家きん（3件） 9月

アフリカ豚熱 韓国

豚 令和5年9月25日

野生いのしし（51件） 9月
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防御

豚熱ウイルス対策の重要ポイント

出入口

豚舎

豚舎

豚舎事務所

出入口

出入口部分は
野生イノシシ
侵入を防げるか

防護柵周囲の
除草・整理整頓
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１．野生イノシシの侵入防止対策

豚熱ウイルスが県内に侵入したら、農場の周辺に豚熱に感染した野生イノシシが出没す

ることが考えられます。そのような状況に備えて、以下の対策の徹底をお願いします。

（１）農場防護柵の点検・補修を徹底する

• 出入口部分が頼りない農場が
散見されています。

• ワイヤーメッシュの継ぎ目に隙
間がありませんか？

（２）農場防護柵周囲の除草や整理整頓
をしてイノシシを寄せ付けない

• 除草や藪を撤去して、野生イノシ
シが隠れる繁みを無くす。

• ヒトが管理していることを認識させ
、野生イノシシを寄せ付けない。

防御

非防御

免疫

月齢

１ ２ ３

※ 防護柵の周囲に野生イノシシの足跡を発見したら危険です！！

免疫の谷間

２．免疫の谷間にある離乳子豚を守る

ワクチン接種前後の日齢の離乳子豚は、母豚からの移行抗体が無くなり、ワクチン抗

体も十分でないため、豚熱ウイルスに対して無防備な状態です。このステージの豚舎

に豚熱ウイルスが侵入すれば、容易に感染を許してしまいます。

ワクチン接種地域での発生事例は、ほぼこのステージで起きています。

そのため、特に、離乳豚舎は以下の対策を徹底してください。

移行抗体

ワクチン抗体

（１）バイオセキュリティ対策

• 離乳豚舎専用の服・靴に着替えて
作業する（外を歩いた靴で絶対に豚
舎に入らない！）

• 手洗い・消毒をして豚を管理する。

（２）野生動物侵入防止対策

• 防鳥ネットを隙間なく張り、小動
物の侵入を防ぐ。

• 防鳥ネットに破損がある場合は、
遅滞なく修繕する。

異状を見つけたら城北家畜保健衛生所（TEL：0968-46-2075）まで！


